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インターナショナル SOS:   

マラリア感染症発症高リスク地域への渡航アドバイスについて 
～4月 25日『世界マラリアデー』にむけて～ 

 
 

 
4月 25日は、2007年にマラリア対策推進のためにWHOで定められた『世界マラリアデー』です。 

世界マラリアデーに先かげて、インターナショナル SOSは下記を発表しました。 

 
 インターナショナル SOS が行った渡航者、駐在員や海外労働者に対するマラリア感染症関連のアドバイス数

は、2010年以降 27%増加しました。 

 インターナショナル SOSが行う全医療事例の 11%がマラリアやデング熱などの感染症に起因しています。 
 

 

2010年以降、インターナショナル SOSが行ったマラリア感染症に関する情報提供は、実に 27％増加しており、 

2013年には全世界で約 870件のマラリア関連の事例がありました。これには医療搬送、入院、外来診療、一般的

な情報提供が含まれています。 

 

インターナショナル SOS が保有する世界 27 箇所のアシスタンスセンターの医療チームとロジスティクスのスペシ

ャリスト、ならびにグループのクリニックとその他現地の専門医療施設がこれらに対応しています。 

 

インターナショナル SOS の調査では、マラリアの発症率が高い地域は多くの場合、メディカルリスクが「ハイリスク」

または「エクストリームリスク」に評価されており、「エクストリームリスク」と評価された国で発生した渡航者および駐

在員の入院事例の約 80%は医療搬送が必要なケースとなっています。 

 

2013 年にアフリカで発生した渡航者および駐在員の入院または医療搬送事例の中で、感染症ではマラリアが最も

多数を占めていました。 

 

インターナショナル SOS医療情報部メディカル・ディレクターである安藤裕一医学博士は次のように語っています。  

 

『マラリアは海外で事業展開する多くの企業が直面する重要な問題です。医療リスクのより高い国々へ派遣される

渡航者と駐在員の数が増加するにつれ、ますます多くの医療アシスタンスを必要としています。多くの場合マラリア

は予防可能です。各企業は蚊媒介性感染症の予防策と症状の認識、発病した際に何をするべきかといった事前の

社内トレーニングを通じて、従業員がマラリアにかかるリスクを軽減することができます。マラリアによる死亡は、症

状の認識不足、誤診、不適切な治療、治療の遅れといったことに原因があります。 

メンバーシッププログラムを保有する企業の方々からマラリアについてお問い合わせをいただきますが、これは渡

航先にリスクがあることと、確かな情報提供とアシスタンスが必要とされていることにほかなりません。 

マラリア感染リスクの高い国々で事業展開を行う場合、マラリアの予防、制御、診断、治療について総合的なアプロ

ーチをとる必要があります。適切なプログラムの立案とプロセスを整えることでマラリアを防ぐことができます。全従

業員の医療リスクを低減するだけではなく、費用のかかる医療搬送を減らすためにもぜひ対策を行ってください。』 
 

 
 
  



 
インターナショナル SOSが関わった医療事例： 

 マラリアについてのアドバイスのリクエストが多い国・地域は、順にナイジェリア、アンゴラ、インドネシア、パプア

ニューギニア、モザンビークです。 

 マラリア治療を要する症例が最も多く発生しているのはインドネシアです。 

 女性に比べ、男性から情報提供を求められるケースが多いといえます。 

 

総合的なマラリア予防に向けたインターナショナル SOSの提案： 

 渡航地のリスクを正しく評価するだけでなく、予防と対策プロセスの策定。 

 媒介蚊の進入と蔓延の防止（蚊に刺されない、予防薬の完備など）、診断、治療まで、マラリアサイクルのすべ

ての段階における対策の策定。 

 マラリア予防に向けた啓蒙活動、臨床サービス、また万が一発症した場合の医療アシスタンスの確保。 

 

コーポレート・マラリア・マネジメント・プログラム 

インターナショナル SOS は、プログラムメンバーシップを保有する企業が事業活動上のリスクを正しく理解し、回避

するためのコーポレート・マラリア・マネジメント・プログラムの提供を今月より開始しました（英語でのサービス）。 

このプログラムは、eラーニングも用意されています。 

 

インターナショナル SOS製品担当ジェネラルマネージャーののグレゴア・ピントンは次のように述べています。 

 

『マラリアは有効な対策を行わなければ、従業員の健康、生産性、事業継続性、そして企業の評価にも重大な影響

を与えかねません。それにもかかわらず、マラリアのリスクはしばしば過小評価されているのが現状です。弊社のコ

ーポレート・マラリア・マネジメント・プログラムは、企業に、全従業員がこうした影響を回避するための知識・資料と

トレーニングを提供します。』 
 
 

インターナショナルSOS について（www.internationalsos.co.jp） 

インターナショナル SOS は、世界最大手のメディカル＆トラベルセキュリティアシスタンス企業です。 

世界 89カ国 700カ所にわたる拠点から、グローバルに活躍する顧客企業をサポートしています。 

1,200名の医師及び 200名のセキュリティ・スペシャリストを含む 11,000名以上の従業員が、日夜アシスタンスに従事しており、そのプロフ

ェッショナルな専門知識は他の追随を許しません。 

インターナショナル SOSは広範囲なリスクに対する予防プログラムと、緊急事態における厳しい環境下でのサポートを他社に先駆けて提供

してきました。顧客企業が世界中どこでも『従業員の健康と安全』を実現いただけるよう、全力を挙げてサポートしています。 

 

 

＜本件のお問い合わせ先＞ 

インターナショナル SOS ジャパン株式会社 

セールス＆マーケティング本部 

住所：〒107-0052 東京都港区赤坂 4 丁目 2 番 6住友不動産新赤坂ビル 11階 

電話： 03-3560-8400                                                                                                                                                                                 

tokyosales@internationalsos.com                                                                                                                                                                          
http://www.internationalsos.co.jp 
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